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だより

6月市議会
定例会号

平成24年7月15日
ファイルNo.
111 

9月市議会定例会の予定
9月市議会定例会は
9月7日（金）開会予定です

※この冊子は、折込み「6月市議会
　定例会号」です。
※このページは裏面です。
　本紙から抜き取ってご覧ください。

ご意見 ご 感 想
　「市議会だより」について、ご意見・ご感
想また、市議会へのご意見・ご要望もお受け
していますので、下記までお寄せください。

【宛先・お問い合わせ】
豊田市議会事務局
〒471-8501 豊田市西町３丁目６０番地

F M ラジ オで

ケーブルテレビで

豊田市議会
ホームページで

『市議会だより』のバックナンバーや
詳しい会議録もご覧いただけます。

★代表・一般質問の様子を視聴できます★

インターネット録画放送
http://toyota-shigikai.jp

「動画で見る！代表・一般質問」をクリック！

ひまわりネットワーク 生中継＆録画放送
チャンネル／1２１ch(ひまわりチャンネル)

FMとよた(ラジオ・ラブィート)生中継
チャンネル／78.6MHz

豊田市議会

古紙パルプ配合率１００％再生紙を仕様

豊田市議会は、古紙配合率１００％の再生紙と大豆インキ、有害な
廃液を一切排出しない水なし印刷方式を採用しています

「バタフライマーク」

～とよた市議会だより～　　平成24年 6月
定例会号

　議員の仕事  ～定例会編～
●議案説明・討論
　条例改正・工事請負契約など

●議案審議結果
●常任委員会　付託案件・陳情を審査

●一般質問　22人の議員が質問
●トピックス
市議会傍聴、勤続表彰

●トップインフォメーション　

4
5
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8

12

2 市政について問う！

朝日丘中学校生徒が
議会を傍聴

朝日丘中学校生徒が
議会を傍聴

●議会を身近に感じるきっかけに●●議会を身近に感じるきっかけに●
　６月１1日、１2日の２日間にわたり朝日丘中学校３年生
の生徒２30人が社会科の授業の一環として６月定例会
の傍聴に訪れ、一般質問を熱心に聞いていました。
　豊田市議会では、わかりやすく開かれた議会を目指し
て、議会傍聴や議場見学の受け入れを行っています。

■事前に傍聴時の注意事項の説明を受ける朝日丘中学校の生徒のみなさん ■メモを取りながら熱心に傍聴をされました。

　全国市議会議長会定期総会が５月２３日に東京で開催さ
れ、本市議会の光岡保之議員が勤続２５年以上の表彰を受
けました。６月定例会の開会に先立ち、６月８日に梅村議長
から表彰状が伝達されました。

勤続議員表彰勤続議員表彰

企業誘致推進条例の一部を改正

地域医療センターに新たな健診システムを導入
市内企業への支援を充実させ、市外流出を防ぎます

みなさんの健康づくりをサポートします

老人福祉センターぬくもりの里
（旭地区）
老人福祉センターぬくもりの里
（旭地区）

デイサービスで五平餅づくり
福祉センター条例等を改正して、利用時間の見直しを行い、在宅介護の支援・介護サービスの充実をはかります。
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トップインフォメーショントップインフォメーション ～とよた市議会だより～　　平成24年 6月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成24年 6月

定例会号

　予算に関係する議案は、こ
の委員会で集中審査します。
各分科会において話し合わ
れた内容の報告を受け、意見
を交わします。
　また、各議案に対する賛否
を、多数決によって決めます。

※P7参照

開会・議案説明
　定例会の会期日程を決定
し、市が提案する議案の説明
を受けます。 ※P4参照

委員会審査
　各委員会にわかれ、議案の
中身を細かく話し合います。
各議員は、所属以外の委員会
を傍聴するなど、閉会日の採
決に備え理解を深めます。

※P6～7参照

議会運営委員会

　定例会で審議される議案や、会
期の日程について話し合います。

一般質問
　市政全般について質問をして、事務の執行状
況や市の考え方などを確認します。

議案質疑・委員会付託
　議案に対する質問をします。また、さらに細
かく話し合うための担当委員会を決めます。

討論・採決・閉会

　市民のみなさんの代表として、よりよいま
ちづくりを実現するために、さまざまな活動
を行う豊田市議会。しかし、その活動をなか
なか知る機会も少ないと思います。そこで、
知っているようで意外と知らない議員の仕
事をご紹介します！

　議員は、その他にも、地域・職域・各種団体の会合や行事に参加するなど、市民の
みなさんとの交流を通して、地域や市政に関する課題を見つけ、その解決に向けて、
積極的に取り組んでいます。また、他自治体の視察や研修への参加を通じて市政へ
の提言を行います。

定 例 会 編 6月6月6月6月june
Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

1 2

876543 9

151413121110 16

222120191817 23

292827262524 30

議会運営委員会

本会議
（開会、議案上程、説明）

環境福祉
委員会

予算決算委員会

産業建設
委員会

議事整理日

本会議
（一般質問、議案質疑、委員会付託）
予算決算委員会

企画総務
委員会

本会議
（一般質問）

生活社会
委員会

本会議
（一般質問）

教育次世代
委員会

本会議
（委員長報告、討論、採決、同意、閉会）

　定例会での議論を深めるため、審議される議
案について調査をしたり、市の職員からの説明
を受けるなどの準備をします。

　各委員会での話し合いの結果を報告し、意
見を交わします。最終的に、各議案に対する賛
否を、多数決によって決めます。

※本市議会では、節電、省エネに対する率先行動として、5月1日から 夏季軽装（クールビズ）に取り組んでいます。※本市議会では、節電、省エネに対する率先行動として、5月1日から 夏季軽装（クールビズ）に取り組んでいます。

※定例会とは年に４回（３・６・９・12月）開催される本会議です。

　会派（主義、主張を同じくする議員によって作ら れたグ
ループ）等は、各委員会審査の様子をもとに各議 案など
に対する考え方、賛否等について話し合います。

※P8～11参照

※P4～5参照
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議案説明・討論 議案審議結果～とよた市議会だより～　　平成24年 6月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成24年 6月

定例会号

議 案 審 議 結 果
6月市議会定例会に提出された案件

※議案名など一部省略して記載しています

◆議　案

◆同　意

◆報　告

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正条例

市税条例の一部改正条例

自転車等放置防止条例の一部改正条例

老人福祉センター条例等の一部改正条例

企業誘致推進条例の一部改正条例

新婚者住宅条例の一部改正条例

火災予防条例の一部改正条例

平成24年度一般会計補正予算

工事請負契約の締結（市立松平こども園園舎新築工事）

　　　　　　　　　（寺部土地区画整理事業2号調整池築造工事）

財産の取得（市役所新東庁舎用備品（その1））

　　　　　（市役所新東庁舎用備品（その2））

　　　　　（豊田地域医療センター健診システム）

　　　　　（高規格救急自動車）

　　　　　（救助工作車）

　　　　　（消防ポンプ自動車）

逢妻衛生処理組合規約の変更に関する協議

特定事業契約の変更（東部給食センター改築整備運営事業）

専決処分の報告（損害賠償額の決定6件）

継続費等の報告（継続費、繰越明計費）
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7

◆陳　情
最低賃金の引き上げ、公契約条例の制定など働く者の権利を守り、公務・公共サービスの充実、憲法擁護・核兵器のない世界を求める陳情書第2号

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

同　意人権擁護委員の推薦（再任：岩月桂子氏、新任：加藤俊明氏、小瀨垣五十鈴氏、能見晴美氏、平野敬一氏、松井利王氏）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

※発言順に記載

　本会議最終日に各委員会審査の委員長報告を受けて、
各会派等が意見を述べ、賛同を求めました。討　論

　議案第78号は、本市の再投資奨励金
の「交付割合が10％であり、重点産業分
野では20％」「上限額が10億円」「市内
全域の立地を対象」という3点セットであ
ることが、近隣自治体の制度と比較して
優位性があることを評価するとともに、
今後、航空宇宙関連分野を重点産業分
野に追加することを期待し、賛成。
　議案第84号および85号は、備品購入
の際、地域の経済循環と既存備品の最
大限の有効活用を考慮していることが
確認できた。今回の取得を契機に今後、
事務の効率化及び市民満足度が向上す
ることを期待し、賛成。

　議案第79号は、新婚者の居住に関す
る条件を緩和することで、当初の目的で
ある新婚者に低家賃で住宅を提供し、豊
田市への定住促進が図られる改正であ
ると評価し、賛成。
　議案第86号は、各種医療システムの
更新によって、診察時間が短縮されるよ
うになったほか、画像を見ながら説明をう
けられるようになることで、わかりやすい
健診結果の提供につながるなど、これま
での電子化へ向けた環境整備が医療の
安全向上や市民の健康管理に寄与でき
るものであると評価し、賛成。

　議案第77号は、実態に合わせつつ時
間を延長することが、介護デイサービス
施設の機能回復訓練の充実につながる
ことから、賛成。
　議案第91号は、給食センターから排出
された缶詰などの金属ごみや食材を梱
包していた廃プラスチックなどの産業廃
棄物の処理を、実際に給食センターの業
務を行っている東部スクールランチサー
ビス株式会社に変更することが、「産業
廃棄物の処理は業務を行っている当事
者の責任を明確にする必要がある」とい
う国の指導方向に沿うものであるため、
賛成。

市民フォーラム　 山 野 辺 秋 夫

諸　　  派　　 岡 田 耕 一

　議案第79号は、今後、市民ニーズに合
った対策と思い切った決断が必要だが、
入居要件の緩和等の周知をしっかり実施
していくことで新婚者住宅の空き状況の
改善が図られることを期待し、賛成。
　議案第82号は、松平こども園の園舎
新築工事によって発生する残土を、今後
建設予定の寺部こども園・寺部小学校の
造成工事に活用し、残土処理費用を削
減できることが確認でき、評価する。現在
の園舎の活用については松平地区や地
域住民にとって有効で意義ある活用がさ
れることを期待し、賛成。

諸　　  派　　  青 山 さ とし
諸　　  派　　 大 村 義 則

　議案第76号は、土橋駅駐輪場の計
画的な整備が、放置自転車を減らす目
的であること、警備員の巡回や防犯カメ
ラの設置により盗難防止や犯罪抑止に
取り組まれていることが確認できた。今
後のさらなる取組に期待し、賛成。
　議案第83号は、工事に携わるすべて
の職種で公共工事設計労務単価を上
回る賃金水準が提案されていたこと、新
規雇用の現場事務所2名の賃金総額が
他の入札者よりも大きいこと及び下請
業者との協定書案等の提案内容が実
際に履行されたことが容易に確認でき
ることがわかった。今後の適正な契約の
推進に期待し、賛成。

公 明 党　　佐 藤 惠 子
　議案第74号は、公益法人への人的支
援という趣旨や派遣職員の役割に変化が
なく、市職員の引き揚げ方針や将来計画
に影響がないことが確認できた。「株式会
社とよた山里ホールディングス」への職員
の派遣が、経営効率化や地域振興への
寄与という、設立目的の達成につながる
ことを期待し、賛成。
　議案第78号は、再投資奨励金を活用
することによって、市内企業の設備投資が
進み、企業の生産力の向上、雇用の維持・
確保、企業の新しい分野の参入や新技術
の創出につながることを期待し、賛成。

自民クラブ　　 神 谷 和 利

賛成 反対賛成 反対賛成 反対賛成 反対

会 派 別 賛 否 ※自民クラブは議長を除く

自民クラブ
28名

市民フォーラム
9名

公 明 党
4名

諸　派
4名

採
決
結
果

4 5

条例の一部改正、工事請負契約など18議案を議決
主 な 案 件 名 内　　　容

【第79号】
新婚者住宅条例の一部改正条例

【第82号】
松平こども園園舎新築工事

　若者が魅力を感じるまちづくりの一環として、新婚者用に建てられた
「すまいる聖心」の申込み条件や入居期間、家賃等を見直します。
　新婚者向けに、より魅力的な住宅を提供していきます。

　園舎の老朽化が進んでいる松平こども園を移転・新築します。これに
より、保育環境が向上し、また、定員の拡大及び乳児の受入れを開始す
ることで待機児童の解消を目指します。

工
事
請
負
契
約

条
例
の一部
改
正



議案説明・討論 議案審議結果～とよた市議会だより～　　平成24年 6月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成24年 6月
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議 案 審 議 結 果
6月市議会定例会に提出された案件

※議案名など一部省略して記載しています

◆議　案

◆同　意

◆報　告

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正条例

市税条例の一部改正条例

自転車等放置防止条例の一部改正条例

老人福祉センター条例等の一部改正条例

企業誘致推進条例の一部改正条例

新婚者住宅条例の一部改正条例

火災予防条例の一部改正条例
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工事請負契約の締結（市立松平こども園園舎新築工事）

　　　　　　　　　（寺部土地区画整理事業2号調整池築造工事）

財産の取得（市役所新東庁舎用備品（その1））

　　　　　（市役所新東庁舎用備品（その2））

　　　　　（豊田地域医療センター健診システム）

　　　　　（高規格救急自動車）

　　　　　（救助工作車）

　　　　　（消防ポンプ自動車）

逢妻衛生処理組合規約の変更に関する協議

特定事業契約の変更（東部給食センター改築整備運営事業）

専決処分の報告（損害賠償額の決定6件）

継続費等の報告（継続費、繰越明計費）
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◆陳　情
最低賃金の引き上げ、公契約条例の制定など働く者の権利を守り、公務・公共サービスの充実、憲法擁護・核兵器のない世界を求める陳情書第2号

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

同　意人権擁護委員の推薦（再任：岩月桂子氏、新任：加藤俊明氏、小瀨垣五十鈴氏、能見晴美氏、平野敬一氏、松井利王氏）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

※発言順に記載

　本会議最終日に各委員会審査の委員長報告を受けて、
各会派等が意見を述べ、賛同を求めました。討　論

　議案第78号は、本市の再投資奨励金
の「交付割合が10％であり、重点産業分
野では20％」「上限額が10億円」「市内
全域の立地を対象」という3点セットであ
ることが、近隣自治体の制度と比較して
優位性があることを評価するとともに、
今後、航空宇宙関連分野を重点産業分
野に追加することを期待し、賛成。
　議案第84号および85号は、備品購入
の際、地域の経済循環と既存備品の最
大限の有効活用を考慮していることが
確認できた。今回の取得を契機に今後、
事務の効率化及び市民満足度が向上す
ることを期待し、賛成。

　議案第79号は、新婚者の居住に関す
る条件を緩和することで、当初の目的で
ある新婚者に低家賃で住宅を提供し、豊
田市への定住促進が図られる改正であ
ると評価し、賛成。
　議案第86号は、各種医療システムの
更新によって、診察時間が短縮されるよ
うになったほか、画像を見ながら説明をう
けられるようになることで、わかりやすい
健診結果の提供につながるなど、これま
での電子化へ向けた環境整備が医療の
安全向上や市民の健康管理に寄与でき
るものであると評価し、賛成。

　議案第77号は、実態に合わせつつ時
間を延長することが、介護デイサービス
施設の機能回復訓練の充実につながる
ことから、賛成。
　議案第91号は、給食センターから排出
された缶詰などの金属ごみや食材を梱
包していた廃プラスチックなどの産業廃
棄物の処理を、実際に給食センターの業
務を行っている東部スクールランチサー
ビス株式会社に変更することが、「産業
廃棄物の処理は業務を行っている当事
者の責任を明確にする必要がある」とい
う国の指導方向に沿うものであるため、
賛成。

市民フォーラム　 山 野 辺 秋 夫

諸　　  派　　 岡 田 耕 一

　議案第79号は、今後、市民ニーズに合
った対策と思い切った決断が必要だが、
入居要件の緩和等の周知をしっかり実施
していくことで新婚者住宅の空き状況の
改善が図られることを期待し、賛成。
　議案第82号は、松平こども園の園舎
新築工事によって発生する残土を、今後
建設予定の寺部こども園・寺部小学校の
造成工事に活用し、残土処理費用を削
減できることが確認でき、評価する。現在
の園舎の活用については松平地区や地
域住民にとって有効で意義ある活用がさ
れることを期待し、賛成。

諸　　  派　　  青 山 さ とし
諸　　  派　　 大 村 義 則

　議案第76号は、土橋駅駐輪場の計
画的な整備が、放置自転車を減らす目
的であること、警備員の巡回や防犯カメ
ラの設置により盗難防止や犯罪抑止に
取り組まれていることが確認できた。今
後のさらなる取組に期待し、賛成。
　議案第83号は、工事に携わるすべて
の職種で公共工事設計労務単価を上
回る賃金水準が提案されていたこと、新
規雇用の現場事務所2名の賃金総額が
他の入札者よりも大きいこと及び下請
業者との協定書案等の提案内容が実
際に履行されたことが容易に確認でき
ることがわかった。今後の適正な契約の
推進に期待し、賛成。

公 明 党　　佐 藤 惠 子
　議案第74号は、公益法人への人的支
援という趣旨や派遣職員の役割に変化が
なく、市職員の引き揚げ方針や将来計画
に影響がないことが確認できた。「株式会
社とよた山里ホールディングス」への職員
の派遣が、経営効率化や地域振興への
寄与という、設立目的の達成につながる
ことを期待し、賛成。
　議案第78号は、再投資奨励金を活用
することによって、市内企業の設備投資が
進み、企業の生産力の向上、雇用の維持・
確保、企業の新しい分野の参入や新技術
の創出につながることを期待し、賛成。

自民クラブ　　 神 谷 和 利

賛成 反対賛成 反対賛成 反対賛成 反対

会 派 別 賛 否 ※自民クラブは議長を除く

自民クラブ
28名

市民フォーラム
9名

公 明 党
4名

諸　派
4名

採
決
結
果
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条例の一部改正、工事請負契約など18議案を議決
主 な 案 件 名 内　　　容

【第79号】
新婚者住宅条例の一部改正条例

【第82号】
松平こども園園舎新築工事

　若者が魅力を感じるまちづくりの一環として、新婚者用に建てられた
「すまいる聖心」の申込み条件や入居期間、家賃等を見直します。
　新婚者向けに、より魅力的な住宅を提供していきます。

　園舎の老朽化が進んでいる松平こども園を移転・新築します。これに
より、保育環境が向上し、また、定員の拡大及び乳児の受入れを開始す
ることで待機児童の解消を目指します。

工
事
請
負
契
約

条
例
の一部
改
正



常任委員会～とよた市議会だより～　　平成24年 6月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成24年 6月

定例会号常任委員会

委 員 会
　6月13日の本会議で委員会に付託された案件の審査を、６つの常任委員会で行いました。
委員会の審査内容について、主な質問と答弁を要約して紹介します。

6月14日、付託された3議案を審査
し、議案のすべてを全会一致で承認し
ました。他に陳情１件を報告しました。

6月15日、付託された3議案を審査
し、 議案のすべてを全会一致で承認
しました。

6月18日、付託された2議案を審査
し、議案のすべてを全会一致で承認し
ました。他に陳情1件を報告しました。

【第78号】豊田市企業誘致推進条例
の一部を改正する条例

【第79号】豊田市新婚者住宅条例の
一部を改正する条例

【第77号】豊田市老人福祉センター条
例等の一部を改正する条例

【第82号】工事請負契約の締結
（豊田市立松平こども園
園舎新築工事）

6月13日から22日にかけて、付託
された補正予算1議案を審査し、全
会一致で承認しました。

【第81号】平成２4年度豊田市一般
会計補正予算

　再投資奨励金の交付要
件で対象業種が次世代成

長分野及び集積業種となっている
が、その理由は何か。また、県の産業
空洞化対策減税基金に基づく補助制
度を活用するということだが、その補
助額の配分はあるのか。

質  問

答  弁 　対象業種については、県
と市が連携して企業支援を

するという趣旨であることから、県の規
定に準じている。
　また、本市も含め各市への補助額
配分にかかる上限額はないと県に確
認している。

　申し込み資格を婚姻後１
年を経過していない者及

び婚約中で１年以内に婚姻予定の者
にしたこと、入居期間を５年とした理
由はそれぞれどのようか。

質  問

答  弁 　結果通知書の変更に
ついては、現行システムに

保存されているおよそ２０年分の健
診データをすべて新システムに移行
することができるので、今までと同様
に、健診結果の経年比較は可能で
ある。また、システム更新の改善ポイ
ントの１つに、「分かりやすい健診結
果の提供」を掲げており、意識して
取り組んでいく。

【第86号】財産の取得
（豊田地域医療センター健診システム）

　現在のシステムと比較し
て、システム機器の変更に

より、健診結果通知等で利用者への
影響があるのか。

質  問

6月19日、付託された5議案を審査し、
議案のすべてを全会一致で承認しまし
た。他に陳情を1件を報告しました。

6月20日、付託された4議案を審査し、 
議案のすべてを全会一致で承認しま
した。他に陳情1件を報告しました。

【第76号】豊田市自転車等放置防止
条例の一部を改正する条例

【第74号】豊田市公益的法人等への
職員の派遣等に関する条
例の一部を改正する条例

答  弁 　廃プラスチック類の収
集運搬費と処分費が増額

する契約金額全体の約９割を占め
ている。主な産業廃棄物としては、
食材を包んでいるビニールなどの廃
プラスチック類が年間約２５トン、空
き缶などの金属くずが年間約３トンと
見込んでいる。

【第91号】特定事業契約の変更
（豊田市東部給食センタ
ー改築整備運営事業）

　契約金額が約９，７００万
円増額するが、その内訳

はどうか、また、調理業務に伴う主な
産業廃棄物とその量の見込みはどの
ようか。

質  問
【第88号】財産の取得

（救助工作車）

　救助工作車の更新基準
年数が１７年であるのに

対し、今回更新する中消防署の救助
工作車の使用年数は、今年度で１６年
目とのことであるが、使用年数が更新
基準年数を満たしていない状況の
中、今回更新する理由はなにか。

質  問

答  弁 　これまでは、協会公社
運営評価専門部会を立ち

上げて評価をしており、平成19年度
からは名称を運営調整委員会と変
更し、一定の出資比率のある協会
公社について、評価・点検・経営方
針の確認などを行ってきた。公益認
定を取得した団体についても、公益
的な事業を推進するという協会公
社の役割に変更はないため、引き続
き経営状況の評価をしていく。

　公益認定を受けた団体
に対し、何らかの評価をし

ていくのか。

質  問

答  弁 　土地区画整理事業や
バイパス整備事業にかか

る場合は、今回の駐輪場整備方法
と同様、必要数を予測して駐輪場を
整備していき、そうした開発事業に
かからない場合においては、２段式
ラック方式への変更や駐輪場用地
の取得、または借地の可能性などを
検討していく。
　また、防犯カメラの効果検証につ
いては、カメラが試験的に設置さ
れている市内の駐輪場での盗難件
数の推移から、防犯カメラの設置に
よる盗難抑止効果は高いと考えて
いる。

　今後の駐輪場の収容台
数不足に対する考え方は

どのようか。また、自転車盗難被害の
多い駐輪場へ試験的に設置された防
犯カメラの効果検証について、どのよ
うに考えているのか。

質  問

答  弁 　屋上のプールは、強化
プラスチック製であり、１

階の屋根部分に載せる設計である。
選定時には、安全面でも実績のある
ものを選定する。最近新築した益
富、宮口、畝部こども園でも同様に
屋上にプールを設置しており、安全
面で問題はないと考えている。太陽
光発電については、出力４０キロワッ
トのものを計画しており、園舎の照明
器具などに必要な電力量の約８割
程度をまかなえると見込んでいる。

　屋上に設置されるプー
ルの安全面への配慮はど

のようか。また、太陽光発電で発電し
た電力でどの程度こども園の電力を
まかなえるのか。

質  問

答  弁 　時間の延長に伴うメリ
ットとしては、家族介護の

負担軽減と、機能回復訓練の充実
が図れること。デメリットとしては、時
間延長により利用料金の負担が増
えることや、一時的に利用者の生活
リズムが変わることが挙げられる。
　なお、デメリットと思われる点につ
いては、利用者や家族に説明を行い、
理解を得ている。

　今回の条例改正によるメリッ
トとデメリットは何があるのか。質  問

答  弁 　結婚を考えてから結婚
式までの期間が１０か月以

上という民間の統計結果から１年以
内に婚姻予定の者とし、入居期間に
ついては民間賃貸住宅の平均居住
年数が４年から６年が最も多いとい
うことで５年とした。

答  弁 　効率的な備品搬入作
業の実施やメーカーの不

統一を避けるために一括発注も検
討したが、地元企業の入札参加機
会を確保し、地元経済の活性化を考
慮した結果、事務室部分と共用部分
の２つの契約となった。

【第84号】
【第85号】

財産の取得
（豊田市役所新東庁舎用備品）

　今回の備品購入を２件
の契約に分けた理由は質  問

答  弁 　ディーゼル車などに適用
される排ガス規制、自動車

ＮＯx・ＰＭ法により、平成２５年３月の
車検が通らないためである。

ノックス ピーエム

　本市議会では、議長を除く全議員
（４５人）で予算決算委員会を組織
し、予算や決算の審査をしていま
す。年度途中に予算を変更する『補
正予算』の審査のほか、３月、９月の
定例会においては、『次年度の当初
予算』や『前年度の決算』について
審査をします。当初予算、決算の各
審査にあたっては、２日間にわたって
市の各部局から詳細な説明を受け
（下図①）、議案に対する質疑をしま
す（②）。さらに、中身を５つの分科会
に分け、５日間にわたりより細かく審
査をします（③）。その審査過程を委
員会で報告、意見交換をした後、各
議案に対する賛否を多数決によって
決めます（④）。

本会議において予算決算委員会
での審査を報告

本会議において予算・決算関係議案を
予算決算委員会で審査するよう付託

①予算決算委員会（説明会）【２日間】

②予算決算委員会
（質疑・分科会審査案件の決定）【１日間】

③予算決算委員会・各分科会
（分科会審査）【各１日間のべ５日間】

④予算決算委員会
（分科会審査報告・意見・採決）【１日間】

予算決算委員会とは

産業建設
委 員 会

環境福祉
委 員 会

教育次世代
委 員 会

生活社会
委 員 会

企画総務
委 員 会

予算決算
委 員 会

契
約
契
約 契

約
契
約
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常任委員会～とよた市議会だより～　　平成24年 6月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成24年 6月

定例会号常任委員会

委 員 会
　6月13日の本会議で委員会に付託された案件の審査を、６つの常任委員会で行いました。
委員会の審査内容について、主な質問と答弁を要約して紹介します。

6月14日、付託された3議案を審査
し、議案のすべてを全会一致で承認し
ました。他に陳情１件を報告しました。

6月15日、付託された3議案を審査
し、 議案のすべてを全会一致で承認
しました。

6月18日、付託された2議案を審査
し、議案のすべてを全会一致で承認し
ました。他に陳情1件を報告しました。

【第78号】豊田市企業誘致推進条例
の一部を改正する条例

【第79号】豊田市新婚者住宅条例の
一部を改正する条例

【第77号】豊田市老人福祉センター条
例等の一部を改正する条例

【第82号】工事請負契約の締結
（豊田市立松平こども園
園舎新築工事）

6月13日から22日にかけて、付託
された補正予算1議案を審査し、全
会一致で承認しました。

【第81号】平成２4年度豊田市一般
会計補正予算

　再投資奨励金の交付要
件で対象業種が次世代成

長分野及び集積業種となっている
が、その理由は何か。また、県の産業
空洞化対策減税基金に基づく補助制
度を活用するということだが、その補
助額の配分はあるのか。

質  問

答  弁 　対象業種については、県
と市が連携して企業支援を

するという趣旨であることから、県の規
定に準じている。
　また、本市も含め各市への補助額
配分にかかる上限額はないと県に確
認している。

　申し込み資格を婚姻後１
年を経過していない者及

び婚約中で１年以内に婚姻予定の者
にしたこと、入居期間を５年とした理
由はそれぞれどのようか。

質  問

答  弁 　結果通知書の変更に
ついては、現行システムに

保存されているおよそ２０年分の健
診データをすべて新システムに移行
することができるので、今までと同様
に、健診結果の経年比較は可能で
ある。また、システム更新の改善ポイ
ントの１つに、「分かりやすい健診結
果の提供」を掲げており、意識して
取り組んでいく。

【第86号】財産の取得
（豊田地域医療センター健診システム）

　現在のシステムと比較し
て、システム機器の変更に

より、健診結果通知等で利用者への
影響があるのか。

質  問

6月19日、付託された5議案を審査し、
議案のすべてを全会一致で承認しまし
た。他に陳情を1件を報告しました。

6月20日、付託された4議案を審査し、 
議案のすべてを全会一致で承認しま
した。他に陳情1件を報告しました。

【第76号】豊田市自転車等放置防止
条例の一部を改正する条例

【第74号】豊田市公益的法人等への
職員の派遣等に関する条
例の一部を改正する条例

答  弁 　廃プラスチック類の収
集運搬費と処分費が増額

する契約金額全体の約９割を占め
ている。主な産業廃棄物としては、
食材を包んでいるビニールなどの廃
プラスチック類が年間約２５トン、空
き缶などの金属くずが年間約３トンと
見込んでいる。

【第91号】特定事業契約の変更
（豊田市東部給食センタ
ー改築整備運営事業）

　契約金額が約９，７００万
円増額するが、その内訳

はどうか、また、調理業務に伴う主な
産業廃棄物とその量の見込みはどの
ようか。

質  問
【第88号】財産の取得

（救助工作車）

　救助工作車の更新基準
年数が１７年であるのに

対し、今回更新する中消防署の救助
工作車の使用年数は、今年度で１６年
目とのことであるが、使用年数が更新
基準年数を満たしていない状況の
中、今回更新する理由はなにか。

質  問

答  弁 　これまでは、協会公社
運営評価専門部会を立ち

上げて評価をしており、平成19年度
からは名称を運営調整委員会と変
更し、一定の出資比率のある協会
公社について、評価・点検・経営方
針の確認などを行ってきた。公益認
定を取得した団体についても、公益
的な事業を推進するという協会公
社の役割に変更はないため、引き続
き経営状況の評価をしていく。

　公益認定を受けた団体
に対し、何らかの評価をし

ていくのか。

質  問

答  弁 　土地区画整理事業や
バイパス整備事業にかか

る場合は、今回の駐輪場整備方法
と同様、必要数を予測して駐輪場を
整備していき、そうした開発事業に
かからない場合においては、２段式
ラック方式への変更や駐輪場用地
の取得、または借地の可能性などを
検討していく。
　また、防犯カメラの効果検証につ
いては、カメラが試験的に設置さ
れている市内の駐輪場での盗難件
数の推移から、防犯カメラの設置に
よる盗難抑止効果は高いと考えて
いる。

　今後の駐輪場の収容台
数不足に対する考え方は

どのようか。また、自転車盗難被害の
多い駐輪場へ試験的に設置された防
犯カメラの効果検証について、どのよ
うに考えているのか。

質  問

答  弁 　屋上のプールは、強化
プラスチック製であり、１

階の屋根部分に載せる設計である。
選定時には、安全面でも実績のある
ものを選定する。最近新築した益
富、宮口、畝部こども園でも同様に
屋上にプールを設置しており、安全
面で問題はないと考えている。太陽
光発電については、出力４０キロワッ
トのものを計画しており、園舎の照明
器具などに必要な電力量の約８割
程度をまかなえると見込んでいる。

　屋上に設置されるプー
ルの安全面への配慮はど

のようか。また、太陽光発電で発電し
た電力でどの程度こども園の電力を
まかなえるのか。

質  問

答  弁 　時間の延長に伴うメリ
ットとしては、家族介護の

負担軽減と、機能回復訓練の充実
が図れること。デメリットとしては、時
間延長により利用料金の負担が増
えることや、一時的に利用者の生活
リズムが変わることが挙げられる。
　なお、デメリットと思われる点につ
いては、利用者や家族に説明を行い、
理解を得ている。

　今回の条例改正によるメリッ
トとデメリットは何があるのか。質  問

答  弁 　結婚を考えてから結婚
式までの期間が１０か月以

上という民間の統計結果から１年以
内に婚姻予定の者とし、入居期間に
ついては民間賃貸住宅の平均居住
年数が４年から６年が最も多いとい
うことで５年とした。

答  弁 　効率的な備品搬入作
業の実施やメーカーの不

統一を避けるために一括発注も検
討したが、地元企業の入札参加機
会を確保し、地元経済の活性化を考
慮した結果、事務室部分と共用部分
の２つの契約となった。

【第84号】
【第85号】

財産の取得
（豊田市役所新東庁舎用備品）

　今回の備品購入を２件
の契約に分けた理由は質  問

答  弁 　ディーゼル車などに適用
される排ガス規制、自動車

ＮＯx・ＰＭ法により、平成２５年３月の
車検が通らないためである。

ノックス ピーエム

　本市議会では、議長を除く全議員
（４５人）で予算決算委員会を組織
し、予算や決算の審査をしていま
す。年度途中に予算を変更する『補
正予算』の審査のほか、３月、９月の
定例会においては、『次年度の当初
予算』や『前年度の決算』について
審査をします。当初予算、決算の各
審査にあたっては、２日間にわたって
市の各部局から詳細な説明を受け
（下図①）、議案に対する質疑をしま
す（②）。さらに、中身を５つの分科会
に分け、５日間にわたりより細かく審
査をします（③）。その審査過程を委
員会で報告、意見交換をした後、各
議案に対する賛否を多数決によって
決めます（④）。

本会議において予算決算委員会
での審査を報告

本会議において予算・決算関係議案を
予算決算委員会で審査するよう付託

①予算決算委員会（説明会）【２日間】

②予算決算委員会
（質疑・分科会審査案件の決定）【１日間】

③予算決算委員会・各分科会
（分科会審査）【各１日間のべ５日間】

④予算決算委員会
（分科会審査報告・意見・採決）【１日間】

予算決算委員会とは

産業建設
委 員 会

環境福祉
委 員 会

教育次世代
委 員 会

生活社会
委 員 会

企画総務
委 員 会

予算決算
委 員 会

契
約
契
約 契

約
契
約
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一般質問～とよた市議会だより～　　平成24年 6月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成24年 6月

定例会号一 般 質 問

　平成24年4月から補助制度を見直
した。新補助制度の主なものは、クラ
ブ設立1年前を対象とした設立準備
事業補助金、設立後5年間を対象とし
た管理運営事業補助金、設立6年目
以降を対象とした事業補助金の3つ。
この補助制度を活用することで、財源
を確保するとともに指導者を育成し、
スポーツクラブの事業継続と自立運
営を図っていく。

　現在、人事権と財政面の権限を総
務部、市民税や資産税などを市民部
に置いているが、厳しい財政状況が
想定されるなかで、予算編成を統括
する「（仮称）理財部」を設置すべき
と思うが、本市の考えは。
　

　現在の組織体制は有効に機能して
いると評価しているが、歳入の確保と
歳出の最適化を図るために総合的、
戦略的に考えることができる体制は
必要と認識している。今後、現状の組
織を様々な視点から十分に検証した
上で、まちづくりに向けて最適な組織
体制の構築を進めていきたいと考え
ている。その過程で理財分野につい
ても検討していく。

　本市は地域バス、基幹バスの運行
を増やし、鉄道利用を促してきたが、
エレベーターのない愛知環状鉄道
の駅では、長い階段が上れないとい
う声を聞く。この声にどうこたえるか。
　

　今後、業務命令方式をルール化す
ることによって、業務繁閑期の平準
化を目標に掲げているが、これまで
の部門内の人事権の強化について
どのようなことに取り組んできたか。
また、今後どのように進めるのか。
　

　部門内の人事権強化は、部門内に
おける職員定数を弾力的に調整でき
ることを目的としている。これまで、臨
時職員配置の予算配分や、大規模事
業において他課の職員が応援として
業務に従事するなどした。今後は、同
一部門内の他課に短期異動ができる
ような「業務命令」を行使できる仕組
みをつくり、各部門に有効活用してい
きたい。

　結婚支援の推進は本市の少子化
対策につながるとともに、若い市民
が充実した生活を実現するための
課題。そのため社会全体で取り組む
気運を高めていく必要があるが、市
はどのような役割を果たしていくこ
とができるのか。
　

　
　引き続き出会いの場を提供すると
ともに、若者が人生設計やコミュニケ
ーション能力を学ぶ機会を提供するな
どを検討。若者の現状を市民に伝え、
市民・団体が取組について考えるよう
に働きかけ、支援をする市民・団体の
ネットワーク化を進めることで、社会全
体で結婚支援に取り組む環境づくり
を進めていく。

　本市水道ビジョンは平成19年に策
定し、5年が経過した。この間、社会情
勢の変化、東日本大震災の発生によ
って、危機管理など新たな視点からの
取組が求められている。そこで、国が
示す新水道ビジョンの視点を参考に、
平成25年度から本市水道ビジョンの
見直しを行うとともに、計画と目標値
も国の視点を参考に見直す。

　平成22年度から浄水地区で実施
している「地域共働型学校づくり」は、
住民と行政が一緒になって作ってい
こうとする非常に大切な取組だ。そ
こで、その将来像と既存校への展開
についてお聞きしたい。

　

　地域活動の拠点である交流館が、
学校と地域住民の架け橋となることで、
人と人がつながる自立した地域社会
を実現することが、目指すべき将来像。
これを、「（仮称）学びのコミュニティ」と
名付け、実現に向けてさまざまな検討
を進めている。既存校への展開につい
ては、モデルである浄水地区の取組を
検証した上で、拡大していきたい。

　平成23年3月告示の「移動等円滑
化の促進に関する基本方針」で、駅の
利用者が1日3,000人を超えれば、エ
レベーターを設置するように改められ
た。本市としても、すべての駅がバリア
フリー化されることが望ましいと考え
ている。引き続き、より一層の利用促
進を図り、1日あたり3,000人の利用
要件を満たせば、鉄道事業者にエレ
ベーター設置を働きかけていきたい。

　東日本大震災で処理が滞ってい
る安全ながれきを豊田市として試験
焼却する上で、風評被害が心配され
るが、過去に発生したダイオキシン
問題で、風評被害を防ぐためにどの
ように対応したのか。また、今後のが
れき受け入れを想定して、渡刈クリ
ーンセンター周辺環境の先行調査
を実施する考えは。

　

　ダイオキシン問題が発生した当時
は、市長をトップに体制を整え、迅速に
客観的データの収集と把握を行った。
その結果、農作物への影響はほとん
ど無いと判断。市長自らが関係者に
説明し、事態の収拾を図った。また、焼
却施設周辺の大気のモニタリングな
どの環境調査は、具体的にがれきの
受け入れを検討する段階で実施予定。

　本市の水道ビジョンの計画と目標
値は、「達成可能な範囲」に定められ
ているのではないか。市民サービス
向上のためには、よりハードルの高
い目標値を設定する必要があると
感じるが、どう認識しているか。

　これから本市が目指す環境モデル
都市はどのようなものか。そのため
に行政として何を重点に進めるか。ま
た、私たち市民が積極的にかかわっ
ていくには、どのような施策が必要か。
　

　平成20年12月に改訂した環境基
本計画のなかで示した、環境政策の
柱の一つである「低炭素社会」を、い
かに無理をせずに実現するかがポイン
トとなる。この方向性を市民、企業、行
政が共有することが大切であり、その
ためにも5月18日にオープンした情報
発信拠点である「とよたエコフルタウ
ン」を環境モデル都市の取組のシンボ
ルとして位置づけ、十二分に活用して
いきたい。

　地域スポーツクラブは、豊田市ま
ちづくり基本条例に定める「自立し
た地域社会の実現」を担う組織だが、
自立運営には財源確保が大きな課
題。そのため、どのような施策を考え
ているか。
　

　6月11日から13日にかけて、２2人の議員が市政の方針や考え方などについて聞く「一般質問」を行いました。その質問と
答弁の一部を要約して掲載します。詳細については市議会ホームページ内の録画映像か、市役所市政情報コーナー（南庁舎1階）、
中央図書館、コミュニティセンター、地区交流館に配布する9月下旬発行予定の会議録をご覧ください。 一 般 質 問

※質問順に掲載しています。  
※正式な会派名／自民クラブ ： 豊田市議会自民クラブ議員団　市民フォーラム ： 豊田市議会市民フォーラム　
　公明党 ： 公明党豊田市議団　諸派 ： 会派所属無

質 問 本市が目指す
環境モデル都市像

答 弁 市長

●（仮）「第2次豊田市健康づくり計画」の策定
●東日本大震災がれき処理支援
●本市のめざす環境モデル都市像

自民クラブ近 藤 光 良

質 問 地域スポーツクラブの継続的な
自立運営に資する財源確保策

答 弁 教育行政部

●通学路における安全対策
●地域スポーツクラブの育成・推進
●職員の人材育成

自民クラブ河 合 芳 弘

質 問 「（仮称）理財部」の設置提言

答 弁 総務部

●組織の再構築、組織改革

市民フォーラム山 内 健 二

質 問 鉄道駅における
エレベーター設置の必要性

答 弁 都市整備部

●交通権の保障として、移動支援の充実を
●防災対策のさらなる充実を
●子育て家庭に相談・支援の充実を

諸　派根 本 美 春

質 問 過去の風評被害の対応と
環境調査について

答 弁 産業部・環境部

●豊田市のごみ処分の対応

市民フォーラム桜 井 秀 樹

質 問 計画と目標値見直しの必要性

答 弁 上下水道局

●豊田市水道ビジョンの進捗と課題

自民クラブ鈴 木 　 章

質 問 「地域共働型学校づくり」の
将来像と既存校への展開

答 弁 教育行政部

●地域共働の学校づくり

自民クラブ太 田 博 康

質 問 本市の「地域新エネルギー
ビジョン」の現状について

答 弁 総合企画部

●電力需給と節電、エネルギー対策
●青年の就職難対策
●中学生の「部活」のあり方

諸　派大 村 義 則

質 問 とよたエコポイントの
今後の取組

　経済産業省は太陽光、風力、小水
力などの自然エネルギーをはじめと
した新エネルギー導入に関する地
域ビジョン策定を推進しているが、
本市の「地域新エネルギービジョン」
はどうなっているか。再生可能・自然
エネルギーの利活用促進計画を策
定する考えは。
　

　旧稲武町が平成15年に「地域新エ
ネルギービジョン」を策定。それに基づ
き、風力発電を設置し、平成17年2月
に運転が開始されている。一方、合併
後の豊田市全体を対象としたエネル
ギーの総合施策はない。今年度、再
生可能エネルギーに関する総合的な
指針を検討していく。

　本市は、エコ商品の購入や公共交
通機関の利用などで付与されてき
たエコポイントを、リサイクルステー
ションでも付与できるようになった。
今後、とよたエコポイントの取組を
どのように拡大していくのか。
　

　現在、エコポイント発行の大半を市
が担っているが、今後は企業が従業員
や市民に対してポイント発行できるメ
ニューの追加を働きかけていく。また、
旧町村エリアでは商品券などの交換
を開始しているが、発行や還元メニュ
ーを拡大して、商店街・地域の活性化
につながる仕組みを検討していきたい。

●公共建築物のあり方
●エコポイントの検証

自民クラブ清 水 郁 夫

質 問 部門内の人事権の強化

答 弁 総務部

●まちづくり基本条例戦略プラン
●防災への取組

市民フォーラム古 木 吉 昭

質 問 結婚推進に向けての
市の役割

答 弁 子ども部

●市民生活の向上に向けて
●少子化対策と子育て環境の充実

自民クラブ深 津 眞 一

答 弁 環境部
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一般質問～とよた市議会だより～　　平成24年 6月
定例会号 ～とよた市議会だより～　　平成24年 6月

定例会号一 般 質 問

　平成24年4月から補助制度を見直
した。新補助制度の主なものは、クラ
ブ設立1年前を対象とした設立準備
事業補助金、設立後5年間を対象とし
た管理運営事業補助金、設立6年目
以降を対象とした事業補助金の3つ。
この補助制度を活用することで、財源
を確保するとともに指導者を育成し、
スポーツクラブの事業継続と自立運
営を図っていく。

　現在、人事権と財政面の権限を総
務部、市民税や資産税などを市民部
に置いているが、厳しい財政状況が
想定されるなかで、予算編成を統括
する「（仮称）理財部」を設置すべき
と思うが、本市の考えは。
　

　現在の組織体制は有効に機能して
いると評価しているが、歳入の確保と
歳出の最適化を図るために総合的、
戦略的に考えることができる体制は
必要と認識している。今後、現状の組
織を様々な視点から十分に検証した
上で、まちづくりに向けて最適な組織
体制の構築を進めていきたいと考え
ている。その過程で理財分野につい
ても検討していく。

　本市は地域バス、基幹バスの運行
を増やし、鉄道利用を促してきたが、
エレベーターのない愛知環状鉄道
の駅では、長い階段が上れないとい
う声を聞く。この声にどうこたえるか。
　

　今後、業務命令方式をルール化す
ることによって、業務繁閑期の平準
化を目標に掲げているが、これまで
の部門内の人事権の強化について
どのようなことに取り組んできたか。
また、今後どのように進めるのか。
　

　部門内の人事権強化は、部門内に
おける職員定数を弾力的に調整でき
ることを目的としている。これまで、臨
時職員配置の予算配分や、大規模事
業において他課の職員が応援として
業務に従事するなどした。今後は、同
一部門内の他課に短期異動ができる
ような「業務命令」を行使できる仕組
みをつくり、各部門に有効活用してい
きたい。

　結婚支援の推進は本市の少子化
対策につながるとともに、若い市民
が充実した生活を実現するための
課題。そのため社会全体で取り組む
気運を高めていく必要があるが、市
はどのような役割を果たしていくこ
とができるのか。
　

　
　引き続き出会いの場を提供すると
ともに、若者が人生設計やコミュニケ
ーション能力を学ぶ機会を提供するな
どを検討。若者の現状を市民に伝え、
市民・団体が取組について考えるよう
に働きかけ、支援をする市民・団体の
ネットワーク化を進めることで、社会全
体で結婚支援に取り組む環境づくり
を進めていく。

　本市水道ビジョンは平成19年に策
定し、5年が経過した。この間、社会情
勢の変化、東日本大震災の発生によ
って、危機管理など新たな視点からの
取組が求められている。そこで、国が
示す新水道ビジョンの視点を参考に、
平成25年度から本市水道ビジョンの
見直しを行うとともに、計画と目標値
も国の視点を参考に見直す。

　平成22年度から浄水地区で実施
している「地域共働型学校づくり」は、
住民と行政が一緒になって作ってい
こうとする非常に大切な取組だ。そ
こで、その将来像と既存校への展開
についてお聞きしたい。

　

　地域活動の拠点である交流館が、
学校と地域住民の架け橋となることで、
人と人がつながる自立した地域社会
を実現することが、目指すべき将来像。
これを、「（仮称）学びのコミュニティ」と
名付け、実現に向けてさまざまな検討
を進めている。既存校への展開につい
ては、モデルである浄水地区の取組を
検証した上で、拡大していきたい。

　平成23年3月告示の「移動等円滑
化の促進に関する基本方針」で、駅の
利用者が1日3,000人を超えれば、エ
レベーターを設置するように改められ
た。本市としても、すべての駅がバリア
フリー化されることが望ましいと考え
ている。引き続き、より一層の利用促
進を図り、1日あたり3,000人の利用
要件を満たせば、鉄道事業者にエレ
ベーター設置を働きかけていきたい。

　東日本大震災で処理が滞ってい
る安全ながれきを豊田市として試験
焼却する上で、風評被害が心配され
るが、過去に発生したダイオキシン
問題で、風評被害を防ぐためにどの
ように対応したのか。また、今後のが
れき受け入れを想定して、渡刈クリ
ーンセンター周辺環境の先行調査
を実施する考えは。

　

　ダイオキシン問題が発生した当時
は、市長をトップに体制を整え、迅速に
客観的データの収集と把握を行った。
その結果、農作物への影響はほとん
ど無いと判断。市長自らが関係者に
説明し、事態の収拾を図った。また、焼
却施設周辺の大気のモニタリングな
どの環境調査は、具体的にがれきの
受け入れを検討する段階で実施予定。

　本市の水道ビジョンの計画と目標
値は、「達成可能な範囲」に定められ
ているのではないか。市民サービス
向上のためには、よりハードルの高
い目標値を設定する必要があると
感じるが、どう認識しているか。

　これから本市が目指す環境モデル
都市はどのようなものか。そのため
に行政として何を重点に進めるか。ま
た、私たち市民が積極的にかかわっ
ていくには、どのような施策が必要か。
　

　平成20年12月に改訂した環境基
本計画のなかで示した、環境政策の
柱の一つである「低炭素社会」を、い
かに無理をせずに実現するかがポイン
トとなる。この方向性を市民、企業、行
政が共有することが大切であり、その
ためにも5月18日にオープンした情報
発信拠点である「とよたエコフルタウ
ン」を環境モデル都市の取組のシンボ
ルとして位置づけ、十二分に活用して
いきたい。

　地域スポーツクラブは、豊田市ま
ちづくり基本条例に定める「自立し
た地域社会の実現」を担う組織だが、
自立運営には財源確保が大きな課
題。そのため、どのような施策を考え
ているか。
　

　6月11日から13日にかけて、２2人の議員が市政の方針や考え方などについて聞く「一般質問」を行いました。その質問と
答弁の一部を要約して掲載します。詳細については市議会ホームページ内の録画映像か、市役所市政情報コーナー（南庁舎1階）、
中央図書館、コミュニティセンター、地区交流館に配布する9月下旬発行予定の会議録をご覧ください。 一 般 質 問

※質問順に掲載しています。  
※正式な会派名／自民クラブ ： 豊田市議会自民クラブ議員団　市民フォーラム ： 豊田市議会市民フォーラム　
　公明党 ： 公明党豊田市議団　諸派 ： 会派所属無

質 問 本市が目指す
環境モデル都市像

答 弁 市長

●（仮）「第2次豊田市健康づくり計画」の策定
●東日本大震災がれき処理支援
●本市のめざす環境モデル都市像

自民クラブ近 藤 光 良

質 問 地域スポーツクラブの継続的な
自立運営に資する財源確保策

答 弁 教育行政部

●通学路における安全対策
●地域スポーツクラブの育成・推進
●職員の人材育成

自民クラブ河 合 芳 弘

質 問 「（仮称）理財部」の設置提言

答 弁 総務部

●組織の再構築、組織改革

市民フォーラム山 内 健 二

質 問 鉄道駅における
エレベーター設置の必要性

答 弁 都市整備部

●交通権の保障として、移動支援の充実を
●防災対策のさらなる充実を
●子育て家庭に相談・支援の充実を

諸　派根 本 美 春

質 問 過去の風評被害の対応と
環境調査について

答 弁 産業部・環境部

●豊田市のごみ処分の対応

市民フォーラム桜 井 秀 樹

質 問 計画と目標値見直しの必要性

答 弁 上下水道局

●豊田市水道ビジョンの進捗と課題

自民クラブ鈴 木 　 章

質 問 「地域共働型学校づくり」の
将来像と既存校への展開

答 弁 教育行政部

●地域共働の学校づくり

自民クラブ太 田 博 康

質 問 本市の「地域新エネルギー
ビジョン」の現状について

答 弁 総合企画部

●電力需給と節電、エネルギー対策
●青年の就職難対策
●中学生の「部活」のあり方

諸　派大 村 義 則

質 問 とよたエコポイントの
今後の取組

　経済産業省は太陽光、風力、小水
力などの自然エネルギーをはじめと
した新エネルギー導入に関する地
域ビジョン策定を推進しているが、
本市の「地域新エネルギービジョン」
はどうなっているか。再生可能・自然
エネルギーの利活用促進計画を策
定する考えは。
　

　旧稲武町が平成15年に「地域新エ
ネルギービジョン」を策定。それに基づ
き、風力発電を設置し、平成17年2月
に運転が開始されている。一方、合併
後の豊田市全体を対象としたエネル
ギーの総合施策はない。今年度、再
生可能エネルギーに関する総合的な
指針を検討していく。

　本市は、エコ商品の購入や公共交
通機関の利用などで付与されてき
たエコポイントを、リサイクルステー
ションでも付与できるようになった。
今後、とよたエコポイントの取組を
どのように拡大していくのか。
　

　現在、エコポイント発行の大半を市
が担っているが、今後は企業が従業員
や市民に対してポイント発行できるメ
ニューの追加を働きかけていく。また、
旧町村エリアでは商品券などの交換
を開始しているが、発行や還元メニュ
ーを拡大して、商店街・地域の活性化
につながる仕組みを検討していきたい。

●公共建築物のあり方
●エコポイントの検証

自民クラブ清 水 郁 夫

質 問 部門内の人事権の強化

答 弁 総務部

●まちづくり基本条例戦略プラン
●防災への取組

市民フォーラム古 木 吉 昭

質 問 結婚推進に向けての
市の役割

答 弁 子ども部

●市民生活の向上に向けて
●少子化対策と子育て環境の充実

自民クラブ深 津 眞 一

答 弁 環境部
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定例会号一 般 質 問

　6か所のため池の耐震化は緊急課
題であるが、それ以外に219か所のた
め池がある。そのうち、平成16年度に
制定された耐震基準を満たしている
ため池は19か所にすぎない。残りの
200か所のため池については、決壊に
よる下流域の住宅や公共施設などへ
の影響を調査するとともに、優先順位
をつけて来年度から耐震調査を行い、
堤防補強工事や改修工事を順次行
っていく。

　大気汚染防止法で「一般環境測定
局（一般局）」と「自動車排出ガス測
定局（自排局）」の二つで常時大気を
監視することになっているが、本市
の場合、「一般局」は4局設置されて
いるが、「自排局」は設置されていな
い。なぜか。

　

　本市は平成13年に「豊田市大気測
定局適正配置計画」を定めたが、この
中で、自動車排出ガス測定結果など
から「自排局」の設置は必要ないと判
断した。その後も、交通環境の変化に
合わせて調査をしているが、著しい自
動車排出ガスの影響はないため、現
状では「自排局」の設置は必要ないと
考えている。

　待機児童5か年計画では、市立こ
ども園を中心に待機児童対策を進
める予定だが、民間によるこども園
の新設など、今後もより一層の民間
活力の利用を考えてみてはどうか。

　現在進めている浄水地区における
私立こども園の新設においても、社会
福祉法人に協力してもらっているほか、
今後、私立こども園には民間の柔軟
性を生かした分園設置の協力を依頼
し、待機児童対策の役割を担ってもら
うことを期待している。このように、増
大・多様化する保育ニーズに的確に
対応していくため、引き続き民間活力
を生かしていきたいと考えている。

　教育行政計画審議会で審議委員
が交代するという事態に遭遇した。
期間限定の審議会の委員が途中で
交代するのは不適切ではないか。ま
た、無作為抽出による公募委員の選
任について、どう考えるか。

　

　期間限定の審議会では、任期満了
まで同一委員による審議が望ましい
が、充て職は、団体としての意見の集
約を期待して選任されることが多いた
め、委員が交代するケースがある。今
後は対応を考えたい。一方、公募委員
は年齢層や性別などに偏りがあると
いう課題が確かにあるため、今後、無
作為抽出についても研究していきた
い。

　防災手帳と同様の「防災虎の巻」
を作成し、イベントや各種セミナー、自
主防災会の訓練時などで配布してい
る。新たに防災手帳を作成し、全市民
に配布する予定はないが、今年度「防
災虎の巻」を改訂する予定であり、効
果的に活用してもらえるように、内容
や配布方法などを工夫していきたい。

　措置命令が出された豊徳鉱山の
八草町産業廃棄物最終処分場は、現
在、野積みされた大量の廃棄物の埋
め立てが始められたが、今後の解決
策の見通しは。

　

　最終処分場の残余容量を超えて
産業廃棄物を受け入れた豊徳鉱山に、
措置命令に対して提出させた措置計
画を履行させることが基本。履行期
限は平成26年12月15日で、措置計
画書を検討したところ、履行は可能と
判断している。生活環境保全上の支
障を生じさせないため、今後、本市は
定期的に工事の内容・進捗を厳しく
監視・指導するとともに、廃棄物処理
法に義務づけられている水質検査も
継続して行っていく。

　愛知県が実施した農業用ため池
の調査によると、本市の6か所のた
め池が耐震不足と報じられた。ため
池の堤防の耐震工事に早急に取り
組む必要があると思うが、本市の考
えは。

　現在、企業のワーク･ライフ・バラン
ス推進に関する市独自の経済的支援
は行っていない。今後は、産業支援策
の検討に関する企業訪問などの機会
をとらえ、企業の意見や課題などの把
握に努め、本市の企業にとって効果
的な支援策や、ワーク･ライフ・バラン
ス施策導入に前向きな企業の誘致に
ついて、調査・研究をしていきたい。

　高齢化や過疎化が進む中山間地
域の持続可能な農業にとって、多様
な担い手の育成は喫緊の課題。今後、
農ライフ創生センターを有効に活用
していくことが必要と感じるが、市の
考えは。

　

　集落自らが将来を予測し、農地の
活用方法や担い手づくりを進める集
落営農の組織化を支援するほか、地
域の農産物を活用して、所得向上を
図る農商工連携や6次産業化の取組
を支援していく。また、現在、旭地区で
農ライフ創生センターの研修の準備
を進めており、それが新規就農者や
生きがい型農業者、援農者につなが
ることを期待している。

　名前や生年月日、かかりつけの病
院や持病、服用中の薬などが記入で
きる手帳は、防災にも緊急時にも有
効。このような防災手帳を全市民に
配布した方がいいと思うが、市の考
えは。

　本市のがん健診は、平成20年3月
に国から示された「がん予防重点健
康教育及びがん健診実施のための
指針」に基づいて実施している。これ
によると、胃がん検診は問診と胃部Ｘ
線検査となっており、ＡＢＣリスク検診
は含まれていないため、現在のところ、
導入の予定はない。しかし、今後、健
診の有用性や他の自治体の導入状
況など情報収集していきたい。

　平成25年度から5年間の実施期
間となる後期実践計画が今年度策
定されるが、第2次生涯スポーツプ
ランに掲載されている2つの体育館
（挙母南部地域・松平地域）の整備事
業の後期実践計画への取組は。

　第2次生涯スポーツプランに示した
2つの体育館建設事業は、プランが計
画されて以来、対象地区の住民が心
待ちにされていると聞いている。本市
としても、プランの目標達成、計画実現
に向けて必要な事業と考えている。地
域体育館の後期実践計画への位置
付けについては、今後の財政計画を踏
まえ、市全体の事業の優先順位を整
理する中で、引き続き検討していく。

　企業の子育て支援は重要である。
事業所内託児所の新設や育児休業制
度の履行などに対して企業支援を行
っている自治体がある。本市の状況と、
ワーク･ライフ・バランス（育児支援）
推進に関する企業支援の考えは。

　平成24年5月21日の環境省の発
表によると、本市で受け入れる可能
性のある可燃性廃棄物は、当初の想
定より大幅に減少している。災害廃
棄物を本市で受け入れる必要性を
どのように認識しているか。

　

　がれきの受け入れは市民の理解を
得ることが前提であり、風評被害が県
内の広範囲に及ぶことから、本市単
独では判断できない。県の統一基準
が策定された後、県内自治体が統一
した考えのもとに判断する必要がある。
あわせて、国が発表した災害廃棄物
推計量の見直し結果を踏まえ、広域
処理の必要性も情報収集し、検討す
る。

　胃がんによって毎年約5万人が死
亡している。がんの発生と深い関わ
りがあると言われているピロリ菌感
染と胃の粘膜の萎縮を、血液によっ
て調べるＡＢＣリスク検診導入の考
えは。

一 般 質 問

質 問 災害廃棄物処理に関して、
本市で受け入れる必要性の認識

答 弁 環境部
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配慮した企業支援策
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●男女共同参画推進における子育て支援
●文化行政

自民クラブ木 本 文 也

質 問 多様な担い手の育成など
持続可能な中山間地域の農業

答 弁 市長

●豊田市の持続可能な力強い農業への取組
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質 問 防災手帳の配布の有無
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委員交代・公募委員の無作為抽出

答 弁 教育行政部
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※質問順に掲載しています。
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定例会号一 般 質 問

　6か所のため池の耐震化は緊急課
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　待機児童5か年計画では、市立こ
ども園を中心に待機児童対策を進
める予定だが、民間によるこども園
の新設など、今後もより一層の民間
活力の利用を考えてみてはどうか。
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大・多様化する保育ニーズに的確に
対応していくため、引き続き民間活力
を生かしていきたいと考えている。

　教育行政計画審議会で審議委員
が交代するという事態に遭遇した。
期間限定の審議会の委員が途中で
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た、無作為抽出による公募委員の選
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　期間限定の審議会では、任期満了
まで同一委員による審議が望ましい
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は年齢層や性別などに偏りがあると
いう課題が確かにあるため、今後、無
作為抽出についても研究していきた
い。

　防災手帳と同様の「防災虎の巻」
を作成し、イベントや各種セミナー、自
主防災会の訓練時などで配布してい
る。新たに防災手帳を作成し、全市民
に配布する予定はないが、今年度「防
災虎の巻」を改訂する予定であり、効
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画書を検討したところ、履行は可能と
判断している。生活環境保全上の支
障を生じさせないため、今後、本市は
定期的に工事の内容・進捗を厳しく
監視・指導するとともに、廃棄物処理
法に義務づけられている水質検査も
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　愛知県が実施した農業用ため池
の調査によると、本市の6か所のた
め池が耐震不足と報じられた。ため
池の堤防の耐震工事に早急に取り
組む必要があると思うが、本市の考
えは。

　現在、企業のワーク･ライフ・バラン
ス推進に関する市独自の経済的支援
は行っていない。今後は、産業支援策
の検討に関する企業訪問などの機会
をとらえ、企業の意見や課題などの把
握に努め、本市の企業にとって効果
的な支援策や、ワーク･ライフ・バラン
ス施策導入に前向きな企業の誘致に
ついて、調査・研究をしていきたい。

　高齢化や過疎化が進む中山間地
域の持続可能な農業にとって、多様
な担い手の育成は喫緊の課題。今後、
農ライフ創生センターを有効に活用
していくことが必要と感じるが、市の
考えは。

　

　集落自らが将来を予測し、農地の
活用方法や担い手づくりを進める集
落営農の組織化を支援するほか、地
域の農産物を活用して、所得向上を
図る農商工連携や6次産業化の取組
を支援していく。また、現在、旭地区で
農ライフ創生センターの研修の準備
を進めており、それが新規就農者や
生きがい型農業者、援農者につなが
ることを期待している。

　名前や生年月日、かかりつけの病
院や持病、服用中の薬などが記入で
きる手帳は、防災にも緊急時にも有
効。このような防災手帳を全市民に
配布した方がいいと思うが、市の考
えは。

　本市のがん健診は、平成20年3月
に国から示された「がん予防重点健
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によると、胃がん検診は問診と胃部Ｘ
線検査となっており、ＡＢＣリスク検診
は含まれていないため、現在のところ、
導入の予定はない。しかし、今後、健
診の有用性や他の自治体の導入状
況など情報収集していきたい。

　平成25年度から5年間の実施期
間となる後期実践計画が今年度策
定されるが、第2次生涯スポーツプ
ランに掲載されている2つの体育館
（挙母南部地域・松平地域）の整備事
業の後期実践計画への取組は。

　第2次生涯スポーツプランに示した
2つの体育館建設事業は、プランが計
画されて以来、対象地区の住民が心
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としても、プランの目標達成、計画実現
に向けて必要な事業と考えている。地
域体育館の後期実践計画への位置
付けについては、今後の財政計画を踏
まえ、市全体の事業の優先順位を整
理する中で、引き続き検討していく。

　企業の子育て支援は重要である。
事業所内託児所の新設や育児休業制
度の履行などに対して企業支援を行
っている自治体がある。本市の状況と、
ワーク･ライフ・バランス（育児支援）
推進に関する企業支援の考えは。

　平成24年5月21日の環境省の発
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る。

　胃がんによって毎年約5万人が死
亡している。がんの発生と深い関わ
りがあると言われているピロリ菌感
染と胃の粘膜の萎縮を、血液によっ
て調べるＡＢＣリスク検診導入の考
えは。
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TOYOTA  CITY  COUNCIL

とよたとよた市議会
だより

6月市議会
定例会号

平成24年7月15日
ファイルNo.
111 

9月市議会定例会の予定
9月市議会定例会は
9月7日（金）開会予定です

※この冊子は、折込み「6月市議会
　定例会号」です。
※このページは裏面です。
　本紙から抜き取ってご覧ください。

ご意 見 ご 感 想
　「市議会だより」について、ご意見・ご感
想また、市議会へのご意見・ご要望もお受け
していますので、下記までお寄せください。

【宛先・お問い合わせ】
豊田市議会事務局
〒471-8501 豊田市西町３丁目６０番地

F M ラジ オで

ケーブルテレビで

豊田市議会
ホームページで

『市議会だより』のバックナンバーや
詳しい会議録もご覧いただけます。

★代表・一般質問の様子を視聴できます★

インターネット録画放送
http://toyota-shigikai.jp

「動画で見る！代表・一般質問」をクリック！

ひまわりネットワーク 生中継＆録画放送
チャンネル／1２１ch(ひまわりチャンネル)

FMとよた(ラジオ・ラブィート)生中継
チャンネル／78.6MHz

豊田市議会

古紙パルプ配合率１００％再生紙を仕様

豊田市議会は、古紙配合率１００％の再生紙と大豆インキ、有害な
廃液を一切排出しない水なし印刷方式を採用しています

「バタフライマーク」

～とよた市議会だより～　　平成24年 6月
定例会号

　議員の仕事  ～定例会編～
●議案説明・討論
　条例改正・工事請負契約など

●議案審議結果
●常任委員会　付託案件・陳情を審査

●一般質問　22人の議員が質問
●トピックス
市議会傍聴、勤続表彰

●トップインフォメーション　

4
5
6

8

12

2 市政について問う！

朝日丘中学校生徒が
議会を傍聴

朝日丘中学校生徒が
議会を傍聴

●議会を身近に感じるきっかけに●●議会を身近に感じるきっかけに●
　６月１1日、１2日の２日間にわたり朝日丘中学校３年生
の生徒２30人が社会科の授業の一環として６月定例会
の傍聴に訪れ、一般質問を熱心に聞いていました。
　豊田市議会では、わかりやすく開かれた議会を目指し
て、議会傍聴や議場見学の受け入れを行っています。

■事前に傍聴時の注意事項の説明を受ける朝日丘中学校の生徒のみなさん ■メモを取りながら熱心に傍聴をされました。

　全国市議会議長会定期総会が５月２３日に東京で開催さ
れ、本市議会の光岡保之議員が勤続２５年以上の表彰を受
けました。６月定例会の開会に先立ち、６月８日に梅村議長
から表彰状が伝達されました。

勤続議員表彰勤続議員表彰

企業誘致推進条例の一部を改正

地域医療センターに新たな健診システムを導入
市内企業への支援を充実させ、市外流出を防ぎます

みなさんの健康づくりをサポートします

老人福祉センターぬくもりの里
（旭地区）
老人福祉センターぬくもりの里
（旭地区）

デイサービスで五平餅づくり
福祉センター条例等を改正して、利用時間の見直しを行い、在宅介護の支援・介護サービスの充実をはかります。
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